倫理　テスト対策プリント　(後期中間) No.1
P.126　「演繹法」

普遍的な審理を前提として、そこから経験によらず、ただ理論的に個々の結論を導き出す方法。

P.127「機械論的自然観」

　自然現象を物質的運動の因果関係によって機械的に説明し、目的論的説明や神の意志による説明を取らない立場。デカルトが採用した立場である。

P.128「方法的懐疑」

　確実な真理を得るために、方法として用いられる懐疑。偏見や感覚的経験に基づく誤りを排除するために、あらゆる物事を疑ったうえで、疑いえない心理を獲得しようとしたデカルトの方法。

P.131「我思う、ゆえに我あり。」

デカルト哲学の根本原理。方法的懐疑により一切のものを疑ったうえで、もはや疑いきれない確実な　真理は、そのように疑っている我自身の存在であり、ここに「我思う、ゆえに我あり。」という原理が直観的認識として確立する。

P.131「知は力なり」

技術的な科学を重視したベーコンの思想を代表する言葉。経験に基づく知識は人間の自然に対する支配を可能にし、それにより人間の生活は豊かになるという思想を表す。

P.132「帰納法」

個々の経験的事実からそれらに共通する一般的法則を求める方法。一般的法則から個々の結論を導き出す演繹法と対をなす概念で、特にベーコンが知識獲得の方法として主張したもの。

P.139「自己保存」

利己的欲望を満たし、自己の生命と幸福を維持すること。ホッブスの認めた自然権で、個々人は自己保存のためにあらゆることを行う自由があるとされる。

P.141「信託」
他者を信用し委託すること。ロックによれば、政府は人民の合意に基づいて自然権を守る権力を信託されたものとされる。

P.142「抵抗権」

政府による権力の不法な行使に対して人民が抵抗する権利。ロックは、信託に反した政府による権力の濫用に対して信託した権利を取り戻し、政治体制を根本的に変革する革命権として、これを認めた。

倫理　テスト対策プリント　(後期中間) No.2
P.144「あわれみの情」

　ルソーにおいて、自然状態を生きる自然人は、自己愛とあわれみの情に満ちた人々として描かれているが、自己愛とは、自己保存を求めながらも決して他の存在と衝突することのない自然な感情であり、あわれみの情とは、利己主義をやわらげて人々を結びつける連帯の感情に他ならない。

P.145「一般意思」

ルソーの社会契約説の中心的な概念。公共の利益のみを目指す普遍的な意志。私的な特殊意志やその総和としての全体の意思とは異なる。社会契約において、個々人は自分の特殊意志を放棄して、　一般意思に従うことを誓い合う。また、一般意思の行使が主権だとされる。

P.151「理論理性」

カントは、経験から独立な先験的理性を認識能力としての理論理性と、意思能力としての実践理性とに分ける。理論理性による対象の認識は、まず感性による直観によって与えられる。さらに、その経験的な多様性に統一性を与えるのが悟性の働きである。つまり、認識は感性と悟性との共同によって成立　　するが、これは理論的認識の対象を感性の及びうる現象界に限定するものである。こうして現象界を超越した超経験的世界は、認識の対象にはなりえないが、しかしそれは理性による思考の対象とはなりうる、　とされる。
